
目 次

令和 ３年 ３月 ９日（火曜日）第２号

○招集年月日 -------------------------------------------------------------------- １頁

○招集の場所 -------------------------------------------------------------------- １頁

○開 議 日 時 -------------------------------------------------------------------- １頁

○応 招 議 員 -------------------------------------------------------------------- １頁

○不応招議員 -------------------------------------------------------------------- １頁

○出 席 議 員 -------------------------------------------------------------------- １頁

○欠 席 議 員 -------------------------------------------------------------------- １頁

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 ------------------ １頁

○本会議に職務のため出席した者の職氏名 ------------------------------------------ １頁

○議 事 日 程 -------------------------------------------------------------------- ２頁

○開 議 宣 告 -------------------------------------------------------------------- ３頁

○一 般 質 問 村川議員 -------------------------------------------------------- ３頁

・コロナ禍の避難所開設・運営訓練は

柏倉議員 -------------------------------------------------------- ７頁

・天然ガス事業所の現況と対応について

・不妊治療に町の助成を

・地域猫の取り組みを

橋本議員 -------------------------------------------------------- 12頁

・新幹線開業を見据えた中心市街地における商業機能の確保について

○休会の決定 -------------------------------------------------------------------- 14頁

○散 会 宣 告 -------------------------------------------------------------------- 15頁



- 1 -

令和３年第１回長万部町議会定例会（第２日目）

◎招集年月日 令和 ３年 ３月 ９日（火）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 ３年 ３月 ９日（火） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし
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◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名
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税 務 課 長 中 山 裕 幸 教 育 長 近 藤 英 隆

町 民 課 長 佐 藤 剛 教 育 次 長 對 馬 政 宏

町 民 課 参 事 大 内 修 教育委員会事務局参事 佐 藤 修
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健 康 推 進 室 長 野 澤 明 子 監 査 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

事 務 局 主 幹 増 田 理 恵

議 事 係 工 藤 大 智



- 2 -

◎議事日程

日程第１ 一 般 質 問
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◎開議宣告

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎一般質問

○議長（辻義雄） 日程第１、一般質問を行います。質問通告書はあらかじめ配付しておりますが、

質問者は３名、質問件数は５件となっております。

この際申し上げます。一般質問の質問時間は各議員４０分以内と決定しております。質問時間の

終了３分前と、終了時にブザーを鳴らしますのであらかじめご承知おきください。

それでは順次質問を許します。

村川議員。

〔議員（１番 村川毅）登壇〕

○議員（１番 村川毅） 私はコロナ禍の避難所開設・運営訓練は、ということで質問させていた

だきます。

２０１１年３月１１日の東日本大震災から間もなく１０年を迎えようとしている２月１３日の深

夜に、最大震度６強の地震に襲われた宮城・福島両県の各自治体は、新型コロナウイルス禍での避

難所運営にあたり、事前の訓練が迅速な動きにつながったという報道がありました。

東日本大震災のときは日中でしたので、すぐに災害対策本部を立ち上げ、職員は各班ごとに食料

の調達や各避難所の運営に関わることができましたが、今はコロナ禍ということで、１０年前とは

避難所の開設や運営の仕方が大きく異なります。

避難所の運営業務は町内会で担うことになると思いますが、マスク・消毒・検温・間仕切り、さ

らには体調不良者の部屋はどこにするのか等々、今までとは違う感染防止のための避難所を準備し

なければなりません。

昨年７月に新型コロナウイルスを含む感染症対策を加えた「避難所マニュアル」を改訂しており

ますが、昨年６月の一般質問においても、避難のあり方については地元対応等をするということで

したが、１日も早く町内会等と協議をして、避難所開設・運営訓練をするべきと思いますが、町長

の所見を伺います。

〔議員（１番 村川毅）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） コロナ禍の避難所開設・運営訓練は、ということでご答弁を申し上げます。

避難所における新型コロナウイルスをはじめとした感染症対策につきましては、昨年７月に「避

難所マニュアル」を改訂し、３密回避のための避難者間のスペースの確保や、定期的な換気の実施、

手洗い・咳エチケット等の基本的な対策の徹底、避難者や運営スタッフの健康状態の管理などによ

り、感染リスクの低減を図ることとしております。



- 4 -

また、改訂内容につきましては、被災時に避難所運営の中心的役割を果たしていただくこととな

る、各町内会の皆様へ周知するとともに、町として備蓄用マスクの確保などに努めてきたところで

あります。

本年１月２１日には、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した「ダン

ボールベッド」および間仕切り用の「パーティション」が納品されたことから、今後、新型コロナ

ウイルスの感染状況を踏まえた上で、各町内会の皆様にご参加をいただき、避難者の受付や検温、

ダンボールベッドの組み立て、パーティションの設置など、避難所の開設および運営に係る実践的

な訓練について、関係機関のご協力のもと、実施してまいりたいと考えております。

また、コロナ禍におきましては、「親戚・知人宅」「在宅避難」「車中泊」などの分散避難も、避

難所を密にしないための選択肢となることから、引き続き、町広報などを通じた情報の発信に努め

てまいります。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） それでは再質問させていただきます。感染状況が続く中で、大人数の訓

練はなかなか難しいことだと思います。しかし災害は待ってくれませんので、何とか工夫して１日

も早く訓練の実施をしてほしいと思っております。また、分散避難などについては町広報等を通じ

て情報発信するということですが、１月に納品されたという段ボールベッドやパーティションにつ

いての取扱い方法なども町広報を通じて紹介してほしいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 東日本大震災、発災してから明後日でちょうど１０年の節目を迎えてまいり

ます。東日本大震災の発災以後、各自治体が防災・減災に努めるような備蓄用品の発注、それと確

保についても十分対応してきておりますけれども、この１０年間かけてもまだ備蓄用品も足りない

状況にもおかれている立場にあります。

そしてまた、今回コロナ禍ということで、去年から全く密になる行動ができない。そういった状

況になっておるのは議員もご承知のことかと思っておりますので、できれば今回、新型コロナワク

チンが各町に供給されて投与が始まって、ある一定の成果が見られるような時期、例えば７月の１

２日長万部町の防災祈念の日がございます。そうしたときを目指してやると、避難訓練の実施も可

能になるのかなと、そんなふうに希望を抱いておりますので、できるだけ感染症対策に十分実施の

処置をしながら検討していきたい、そう考えております。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 質問は、段ボールベッドやパーティションがどういうもので、どういう

ふうに組み立てるんだ、というのを町民全体に広報等で知らせていただきたい、という質問だった

んですけども。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 実は昨日、防災関係の職員５人して、段ボールベッドの組み立てとパーティ

ションの組み立ての実施を庁舎内でやりました。総務課長のほうからも話出るかと思うんですが、

段ボールベッドの組み立ては約１分で組み立て可能ということでございましたけれども、パーティ

ションについては結構大きな物になっておりますので、その実施の状態については、いま総務課長

のほうから答弁させたいと思います。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。
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○総務課長（本前武広） 段ボールベッドにつきましては、３名ですけども１分かからないで、５

０秒くらい。１名で組み立てたとしても３分以内には組み立てはできるだろう、というふうに考え

ております。パーティションにつきましては、同じ部品が全部で１２枚あります。１２枚あります

が、その端を折り曲げてつないでいくという作業があるので、それについてはある程度の時間がか

かります。ただ、部品、工具ですとかそういうものが必要なく組み立てることができますので、一

度組み立て方を見るとそのあとは難しくなく組み立てることはできる、というふうに考えてます。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 一連の流れを写真付きで広報等に載せていただけませんか、という話な

んですけども。いかがですか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 広報等を通じて皆様にわかりやすい形で周知させていただきたいと思い

ます。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） ありがとうございます。答弁にもあったとおりに、感染リスクの低減を

図るという、今までの避難所とは全く違う避難所の運営をしなければならないということも町民の

皆さんに知らせる、そういう広報をしていただきたいと思います。

それでは、具体的に何点か質問させていただきます。まず、すでに段ボールベッドと間仕切り用

のパーティションがあるということですが、パーティションというのは段ボールですか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 素材は段ボールでございます。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） それでは段ボールベッドの個数と、このパーティションは各避難所に行

き渡るほどの数があるのかどうかをお聞かせください。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） パーティションと段ボールベッドは、それぞれ４００台を準備しており

ます。個数の算出にあたりましては、町の福祉センター、スポーツセンターを基準に、それと青少

年会館、そこを基準に算出をしております。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 通常保管はどこでしておくんですか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 保管場所は、町の福祉センター、それから現在は双葉の旧小学校に保管

をしております。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 通常もそこで保管しておくということですか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 今１月に納品なったばかりですので、そこにいま一応置いてありますけ

ども、今後は各避難所の状況を見てスペース等を確保しながら配置するようにしたい、というふう

に考えてます。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 段ボールであればそれほどスペースは取らないと思うので、各避難所に



- 6 -

設置しておいたほうがいいのかな、というふうには思っておりますので、そういうふうにしてもら

えればいいなと思います。

次に、昨年の７月に改訂された新型コロナウイルスの感染症を加えた避難所マニュアルについて

質問させていただきます。答弁にもありましたけれども、各町内会の皆さんに周知したということ

で、私も改めて見させていただきました。この中で、避難所の運営に係る役割分担が決められてお

りまして、町内会、避難者、避難所担当職員の、それぞれの役割が決められておりまして、なかで

も避難所担当職員が結構大変な役割だなと思いました。今現在、各避難所の担当職員の割り振りと

いうのは決まってるんでしょうか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 地域防災計画に基づきまして、それぞれ総務班ですとか、厚生班ですと

か班分けをしておりまして、それぞれの班で役割を、発災した場合には役割分担をするという形に

なっております。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 役割分担は確かに課ごとに割り当てられて決まってると思うんですけど

も、各避難所の避難所担当職員という役割があるんですけども、その人達の割り振りというのは、

職員の割り振りってのは決まってますか、ということなんですけど。いかがですか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 具体的には、災害対策本部を立ち上げまして、その中での担当配置とい

うのは決まってくるというふうに考えております。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） そうなんですよ。今までであれば、今までの災害の避難所であれば、そ

れでよかったと思うんですよ。質問にも書いてますけれども、東日本大震災、１０年前のときは日

中でした。私も職員でしたから、すぐ対策本部の終わった後指示を受けて役割分担で動きましたし、

避難所に職員がそれぞれ配置されたと思います。

でも、何回も言ってますとおり、今回は感染対策を備えた避難所を開設しなければならないとい

うことで、すぐ避難者が来たときに同時にパーティションを作って密にならないように、というよ

うな状況を作らなければならないんですよね。となると、もちろん町内会の人もいるでしょう。避

難者の人もいるでしょう。そこに担当職員が間に合いませんよね、それだと。だからやっぱり、マ

ニュアルでは担当職員というのは鍵開けるとこからもう役割分担があるんですよ。それを町内会の

人達はそのマニュアルを見てるんですよね。だから開設するときには町の担当職員がいるんだ、と

いう思いでいると思うんですよ。このマニュアルを見た人達は。だけど、いなかったら今までどお

り、今までどおりの避難所であれば、町内会の人が鍵開けて、受付作って、避難してきた人達は自

分たちで居住スペースを作って入ってくださいということはできるんですけれども、今回はそれが

全く違う避難所を作らなければならないので、私今こうやって質問してるんですけども。やはりも

う１回マニュアルを見直して、町の職員がどういう役割分担で、どういう行動をしなければならな

いかというのをもう１回ちょっと考えほしいと思うんですけど、どうですか町長。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本当に指摘のあったとおりなんで、コロナ禍におけるマニュアルの策定って

いうのは、現実に今から真剣に取り組んでいかなきゃいけないという状態になるんで、ご指摘の関

係については今後きちっと整理をして、対応していきたいなと思っております。
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○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） そういうことであれば、ぜひ避難所の実施訓練をするときに、職員の皆

さんも含めて一緒に訓練できるようにしてほしいと思いますが、いかがですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本当に町内会の役員の方々にもご参加をいただきながら実施して、そして初

動体制を取っていきたい、そう思ってますのでよろしくお願いします。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 終わります。

○議長（辻義雄） 以上で村川議員の質問を終わります。

柏倉議員。

〔議員（９番 柏倉恵里子）登壇〕

○議員（９番 柏倉恵里子） 私は３点質問をいたします。天然ガス事業所の現況と対応について。

昨年７月末に平里にある天然ガス事業所のガス供給および温泉輸送設備が故障し、老人福祉セン

ターと東京理科大学学生寮への温泉送湯ができなくなりました。老人福祉センターは現在も入浴が

休止中で、施設を利用されていた多くの皆様から今後の情報がほしいとの声が聞こえております。

故障の発生からの取り組みと現状、将来に向けた見通し、また、東京理科大学学生寮への温泉送湯

については、どのような協議を進めているのでしょうか。町長の所見をお伺いいたします。

２点目、不妊治療に町の助成を。

昨年１２月の第４回定例会において、不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書を全議員の賛

同をいただき、内閣総理大臣と厚生労働大臣宛に提出をさせていただきました。おかげさまで、令

和２年度の第３次補正予算より所得制限が撤廃され、助成額も１回１５万円から３０万円と拡充さ

れることが決まりました。令和４年度からは保険適用になりますが、しかしながら不妊治療は頻繁

に通院する必要があり、体外受精や顕微授精は、１周期の費用目安は３０万円から１００万円と高

額です。中には２００万円かかったという人もいます。

子どもを産み育てたい方々の後押しとなるように、町が助成制度を設け、負担の軽減を図る施策

の推進をしていただきたいと思いますが、町長の所見をお伺いいたします。

３点目、地域猫の取り組みを。

地域猫とは、これ以上野良猫を増やさないために、自治体や保護団体が助成金を出して去勢手術

をし、地域で面倒をみるという取り組みです。手術が終わった猫は、その目印として耳がＶ字か平

らにカットされています。この取り組みを続けていくと、やがて野良猫はいなくなるはずです。い

くら餌を与えないように呼びかけをしても、目の前にお腹を空かせた猫がいたら、猫好きな人は餌

を与えてしまいます。大事なことは餌を与える人を責めるのではなく、餌を与えなければいけない

猫を増やさないことです。どうか自治体でこの取り組みを進めていただきたく、町長の所見をお伺

いいたします。以上です。

〔議員（９番 柏倉恵里子）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） ３点についてお答えをいたします。

第１点目の天然ガス事業所の現況と対応について、お答えをさせていただきます。天然ガス事業

所の現状につきましては、昨年７月に施設設備の故障により、２基の稼働井からの天然ガスおよび
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温泉採取作業が停止しており、現在も町営ガスの一部原料である天然ガス供給や、老人福祉センタ

ーおよび東京理科大学学生寮への温泉送湯は休止状態となっております。

天然ガスの供給につきましては、当初から老朽管対策として今年度で廃止する予定でありました

ので、町営ガス事業には問題はありませんが、温泉供給に関しては、町民や東京理科大学にも大き

な影響が出ていることは十分認識をしております。

つきましては、この施設を復旧させるために様々な方法と対策をこれまで検討してまいりました

が、復旧には多額の工事費用と工事期間を要し、設備を更新させたとしても井戸が老朽化している

ことから、多年にわたって安定的な供給ができなくなることも懸念材料として浮上してきたところ

であります。

このことから将来に向けた見通しにつきましては、費用対効果も検討したところ、再開するには

とても難しい状況ではありますが、天然ガス事業所のあり方につきましては、今後も最善策を検討

して、出来るだけ早いうちに判断したいと考えております。

東京理科大学学生寮への温泉送湯につきましては、理科大と連携している「温泉水無償供給契約」

により、温泉水を無償で供給することになっているため、昨年１０月に理科大側に報告をさせてい

ただいております。その際は、今後大学側に不利益が生じないよう、種々協議させていただきたい

との内容で、申し入れしているところであります。

現在は、別方法として、長万部温泉の余剰温泉水量などの調査を行っておりますので、その結果

により理科大へ送湯可能かどうかなどを判断し、可能な場合は送湯の検討を進めたいと考えており

ます。

一方、送湯が困難な場合は、理科大側で水道水を加熱しての浴場使用ができるため、新たに水道

水使用量や加熱用重油使用量が増加することが考えられます。この場合、理科大としては今まで以

上に経費の負担が増して不利益を被ることになりますので、その増加経費負担分を補助金の増額な

どで対応できないかどうかについて、検討の上協議をしてまいりたいと考えております。

２点目、不妊治療に町の助成を。ということでございます。不妊治療につきましては、国におい

て、出産を希望する世帯を広く支援するため、令和４年４月から保険適用を実施することとし、保

険適用までの間、現行の不妊治療の助成制度について、所得制限の撤廃や助成額の増額などを行い、

経済負担の軽減を図ることとしております。今後は、中央社会保険医療協議会において、保険適用

の範囲について議論され決定するとのことであります。

保険が適用されることにより、経済的負担の軽減につながることが期待されますが、すべての治

療が保険適用になるとは限らないことや、保険適用が実施されることに伴い、現行の国の助成制度

についても見直しされることが想定されます。

子どもを望む方々の経済的負担の軽減を図り、安心して子どもを生み育てられる環境をつくるこ

とは、少子化対策の観点から重要な課題であると捉えております。

以上のことから、保険適用が実施される令和４年度を見据え、不妊治療に対する助成制度導入に

ついて検討してまいります。

３点目、地域猫の取り組みを。野良猫につきましては、野良猫による鳴き声、庭や住宅周辺への

ふん尿をはじめとする生活環境の悪化、車を傷つけるなどの財産への被害といった問題があります。

また、野良猫への無秩序な餌やりは、残った餌からの悪臭・害虫の発生、カラスやハトの増加、野

良猫の他地域からの流入および繁殖による増加、周辺でのふん尿被害の増加など、様々な生活環境

の悪化を招くおそれがありますので、野良猫には餌を与えないよう周知をしているところでありま
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す。飼い猫につきましても、外飼をすると交通事故や病気のリスクが高く、ふん尿や鳴き声など近

所迷惑になる場合もあるため、室内で飼育するよう努めることとされております。

地域猫活動は、野良猫を適切に飼養し管理するために、地域の住民の理解と協力のもとで共同飼

養する活動のことであります。その活動は、その地域に住んでいる住民が協力し、地域に住み着い

ている猫に不妊去勢手術を行い、今以上に数が増えないように管理をするもので、併せて、餌やり、

フンの始末を適切に行うことにより、猫によって迷惑を被っている住民たちの理解が得られるよう

配慮し、また、餌場やトイレの管理をすることで、地域の環境美化にもつながります。

このような地域猫活動をしていただける団体がありましたら、町としてはその支援策として、不

妊去勢手術の助成金制度などについても、検討してまいりたいと考えております。以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） それでは何点か再質問させていただきます。

まず、天然ガス事業所の件なんですけれども、余剰温泉水量の調査をされているんですけれども、

これは終了はいつになる予定ですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） ３月いっぱいを予定しております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） わかりました。それからいろいろと種々工事を、例えば余剰温泉水

があるとなったときに、それを理科大に送れるかどうかという検討になるかと思うんです。工事費

やいろいろ考えて、それが妥当がどうかということを検討されると思うんですけれども。老人福祉

センターについては、それは厳しいのかどうなのか、そこら辺についてはどうですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 昨年の７月から、老人福祉センターにお湯がいかなくなってから、完全に湯

船の状況が老朽化しちゃって、タイルも剥げてくるような状況なんでね。そして距離的に考えても

ちょっと無理かなと思いながら。老人福祉センターを、浴槽を改修し送るということになると、相

当な金額にもなるんで。そこは今回例えば今やってる湯量調査のもとであっても、老人福祉センタ

ーへの送湯は無理かなと、いうふうな判断をしております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） そうしました時には老人福祉センターの再開は無理、または閉館す

るというか、そういう判断もあり得るということですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 老人福祉センターの利用について、お湯は使えなくても会館としての機能は

十分生きておりますので、避難所にもなっていることも踏まえてできるだけそこは有効活用してい

きたいと思っております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 理科大との関係なんですけれども、温泉水無償供給契約を締結され

ているということですけれども、この契約はいつの契約ですか。

○議長（辻義雄） 加藤まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（加藤慶一） お答えいたします。これは平成２９年１月１日でございます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。
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○議員（９番 柏倉恵里子） それでは要するに、理科大が開校、長万部で理科大が開校するとき

の契約ではないというふうになると思うんですけれども。要するに何年もしないうちにこういうふ

うに温泉の元が枯渇してしまうというようなこと、枯渇というか要するに老朽化してできないとい

うような状況になったわけですけども。それから理科大さんとは、行ってお話をされてるというこ

となんですけどね。温泉を送りたいという町の気持ちもわかりますし、温泉があればいいだろうな

と考える理科大さんの気持ちもわかるんですけど、これやはり考えたら相当無理のある計画なんじ

ゃないかなとちょっと思うんです。しかも、温泉水じゃなくても理科大さんはお風呂に入ることが

できるという現状もわかりましたので。これ本当に、理科大さんも不利益生じるでしょうけど、町

も莫大な財産をなげうつというか、そういうことをしていかなきゃいけないわけですよね。そこら

辺は本当に交渉をきちんとしていただいて、町側の逼迫しているこの財政状況も勘案して、本当に

理科大さんとは上手くお話をしていただきたいと思うんですけども、いかがですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） １月の１２日に、竹内教養部長さんと青木事務部長さんがお越しをいただい

て、このあたりの協議をさせていただきました。そのうえで我々は例えば、今の長万部温泉の井戸

がたくさんのお湯のオーバーフローしてるような状況にない、という判断もしながら現実的にデー

タを取ってるんですけれども。良い悪いの判断が出てきたらどうするって話も、理科大さんのほう

とも話させていただいて、例えば水道料のかかる負担分、それから燃料重油の負担については、こ

れは応分町のほうで補助金、今まで環境の予算を、補助予算を付けて４５０万くらいは年間理科大

さんのほうに提供させていただいてるんだけども、それをプラスしたうえでやる可能性も判断材料

の中には入っている、こういうことです。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ちょっと突っ込んだ質問になるんですけど。それ理科大さん側から

のそういう要求なんですか。町が、リップサービスじゃないですけど、こっちがこうするので理科

大さんどうかここにいてくださいというような。そういうのじゃなくて、理科大さんはそこまで町

に望まれてるんですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 苦しい答弁なんですが、理科大さんから要求はありません。我々のほうから、

そういった契約に基づいて、温泉水を供給できないとしたらそれを検討せざるを得ないということ

なんで。ただし今の段階で、じゃあ数値的にどうなるのってのはまだまだ検討、先の課題かなとい

うことにちょっと、ここで数字はちょっとご勘弁いただきたいなと思ってます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） わかりました。町の財政も考えて、本当に可能かどうかも考えてい

ただきたいと思います。

次の質問に移ります。不妊治療に町の助成をということで、大変前向きなご答弁をいただいたと

思っております。ただ私としては、令和４年４月からは保険適用になる、その範囲はどうなるかわ

からないんですけれども、実際に令和４年を待つのではなく、今実際に不妊治療にあたっている方

々に対しての助成を私はお願いしたいなと思っておりまして。それで当初予算には載ってないのは

見てわかってるんですけども、当初予算に載れない分、補正予算で組んででもこのご支援をいただ

きたいなというふうに思うんですけども。いかがでしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。
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○町長（木幡正志） まず実施にあたっては、きちっと制度設計立てながら予算の推計をしていか

なきゃいけないんで。明日予算委員会で令和３年度の予算がかかるんでね、そのあとの処置になる

かと思うんですが。年度内に、令和３年度内にやれるかどうかということの制度設計は考えていき

たい、そう思ってます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 大変ありがたいことだなと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。

それでは３問目にいきたいと思います。地域猫の取り組みなんですけれども。本当にここに町長

答弁していただいたとおりなんですけれども。最終的な結論ね、保護団体があったら支援するとい

うことは、保護団体がなかったら何もしない、というふうに解釈できるんですけれども。長万部町

民にとっても、普通に外にいる猫は見かけてるので、今までがずっと普通の状態だったと思うんで

すけど。今本当に野良犬はほぼいなくなり、猫はすごく目につく。私の所に実は昨年、全部で１４

匹の里親を探してほしいという依頼がありました。ＳＮＳ発信をして、１０匹は里親がついて貰わ

れていったんですけれども、まだ残る４匹が、私の手元に１匹と、保護したもう１人の方が育てて

いる状況なんですよね。私も今いる１匹、保護している１匹を去勢手術をしてワクチンを打って、

白血病とそれからエイズの検査もいたしました。ところがやはり術後、ちょっと風邪をひくとか、

ちょっと弱りまして。私もちょっと簡単に考えてたんですけど、自治体の職員に、餌をやっている

方に、ちょっとこう猫を捕まえてもらって、それを職員がちょっと連れてって手術をして離すとい

う、ちょっと安易な考えを持ってたんですけど、これはどうしても無理だなということが実感とし

てわかりました。なので、やはり手術後もきちんと保護して様子を見るというプロセスが必要だな

ということがわかるので、保護団体という考え方はすごくよくわかるんです。でも、保護団体がで

きあがるのはすごく難しく、私財もけっこう、資金もかかることなので、それを今やってくれる方

も私は見当もついておりませんし、だったらこのままかい？ということになるんですよね。でも私

は今回質問したのは、まず地域の皆様に地域猫というあり方をまず理解してもらいたいということ

がひとつと、それから自治体として何ができるのかということなんですよ。その保護団体ができる

までの間に、自治体としてやれることというのはないんでしょうか。どうでしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本当に心情としてはわかるんだよな。ただ、全道このＮＰＯが立ち上がって

るというのは旭川１か所しかない、全道で。地域猫を見守っていくという団体が旭川しかない。東

川にあるのは１か所団体あるけど、そこは組織はされてなくて、去勢手術とかっていうのは旭川の

ほうにお願いしているという状況の判断。今回ちょうど調べてみたらわかったんだけども。

我々も犬ってのは、畜犬の扱いは町民課でやってるんだけど、なかなか猫の扱いというのは、昔

から猫にまつわる様々な逸話が残ってる部分もあって。やっぱり猫の大好きな人とそうでない人の

間にも差違が出てきているということと、やっぱりそれをそれこそ猫の扱いを職員が専門にやって

くとなると、今去勢手術をしたりワクチンやったりエイズの注射打ったりすると、大体４万から１

０万くらいかかるんだよね。１匹の猫に対して。だからそれをどうやって、猫に住所がないもんだ

からどこの猫なのということも含めて、かなり慎重に調査しないとダメかなという気もしてるし、

本当に野良猫に迷惑している住民の人方というのはたくさんいることもわかってるんだけども。最

近ちょっとうちの近く、海岸線なものだから、ちょっと感じることがあるんだけども、ものすごい

狐が海岸線に出てきた。もう夜になると何頭も海岸線に出てくるような状況になったら、猫が少な
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くなってきたんだよな。いつも見慣れる猫もいなくなってる。だからそういった自然の変化も現れ

てきてるのかなと思いながら、この地域猫という話については、我々も今質問受けて、地域猫って

なんなの？というの初めて質問受けてわかってきた状態なんで。これをやはり広報でも通じながら、

地域の住民の皆さんに、地域猫というひとつの表現も含めて広報していくことが必要なのかなとい

う感じはしているんだけども。だったら行政なにもやらないのってまた言われる可能性もあるのか

なと思ってるんだけども、どこまでやって行政なのかなということも踏まえて、やっぱりまだまだ

検討課題だなという気はしてるんだけども、いかがですか。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） そうですね、取り組んでいる自治体が少ないとは思います。割と一

生懸命取り組んでいるのが千歳市さんだと伺っていまして、千歳市のホームページを見たら猫の飼

い方というものが載っていて、猫は家の中で飼いましょう、首輪を付けましょう、外には出さない

ようにしましょうっていうことだとか。あと餌を、地域で見守る猫ですから誰が餌をあげてもいい

んですよ。だけどふん尿の始末もきちんとやりましょうっていうことを、餌をあげる人はふん尿の

始末をするっていう、このきちんとした、長万部のホームページ見たら犬のことは出てるんですけ

ど、猫のことは何ひとつ載ってないんですよ。なので例えばこういうふうに飼いましょうとか、こ

ういうふうなことをしてくださいとか、そういうようなことというのは取り組みはできないもので

すかね。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） ホームページ云々って、町の広報でそのあたりはお知らせをしてあるんで。

ちょっと担当課長。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） 猫の飼い方だけではないんですけども、ほかの犬だとかほかの動物だとか

の飼い方というか、その辺につきましては昨年の７月号の広報で周知をしています。今後も定期的

に周知はしていきたいなと考えております。以上です。

○議長（辻義雄） 以上で柏倉議員の質問を終わります。

橋本議員。

〔議員（６番 橋本收司）登壇〕

○議員（６番 橋本收司） 質問事項は、新幹線開業を見据えた中心市街地における商業機能の確

保について。

具体的な内容として、新幹線開業について、現在のところトンネル工事は進んでいるようですが、

駅前周辺の本町通商店街などがどうなるのかという話は、まだまだ聞こえてはきません。人口が減

少し産業が衰退する社会情勢の中、新幹線開業のこの機会が、商業活性化の最後のチャンスだと考

えます。

先の、令和元年度に実施された町民アンケートでも、新幹線開業を見据えた計画で重要なものは

何かとの問いに対し、全体の１位４３.３％の町民が「中心市街地における商業機能の確保」が重

要と回答しており、町民からも高い関心があることから、新幹線開業を見据えた中心市街地におけ

る商業機能の確保について、今後どのようなまちづくりを進めるつもりなのか、町長の所見をお伺

いします。

〔議員（６番 橋本收司）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。
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〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 新幹線開業を見据えた中心市街地における商業機能の確保について。ご答弁

させていただきます。

中心市街地における商業機能の確保は、新幹線開業効果を最大限に発揮させるためにも大変重要

と認識しているところであり、平成３０年に長万部まちづくり推進会議が取りまとめた「長万部ま

ちづくりアクションプラン」においても、まちなみ形成分野においても、「中心市街地における商

業機能の確保」をプロジェクトとして、施策として、「長万部駅周辺における民間を主体とした商

業空間の検討」「長万部駅周辺における長万部の顔となる商業機能を支える基盤整備」の２つの施

策の提言を受けております。これらの施策について、アクションプランのロードマップに従い、取

り組みを進めているところであります。

現在は、商業機能の確保を踏まえた都市計画の基本方針について、「長万部都市計画マスタープ

ラン」や「立地適正化計画」の策定作業を進めているところであり、商業機能を支える基盤整備に

つきましては、本町通の拡幅整備を平成１８年から毎年、北海道に要望を続けているところであり

ます。

さらに、商業機能の確保に関連し、先月に行った「都市計画マスタープラン」の意見募集では、

長万部駅周辺で土地区画整理事業を検討すべきとの意見があったことから、都市計画の戦略的まち

づくり方針について、土地区画整理事業の導入を検討する旨を追加修正し、今月１６日に予定して

いる都市計画審議会において、修正案をお諮りする見込みとなっております。以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） ただいまの答弁の中で、土地区画整理事業を検討するべきとのことで

すが、土地区画整理事業とはどのような事業なのか、説明お願いします。

○議長（辻義雄） 岸上新幹線推進課長。

○新幹線推進課長（岸上尚生） 土地区画整理事業とは何か、というご質問に対してお答えいたし

ます。土地区画整理事業は、街路拡幅のような個別事業で用地を買収し整備する個別整備方法とは

異なりまして、まとまった区域の住民が全員参加して、公共施設の整備と同時に最も土地を利用し

やすいように、画地の再配置・換地を行うなどして、総合的に利用価値の高い宅地面を整備する、

まちづくりの総合的な整備方法でございます。説明は以上でございます。

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） 同じく答弁の中で、長万部駅周辺とは、本町、元町に関しては道道昇

格による道路の拡幅とからめての土地区画整理事業だと思いますが、拡幅整備のない大町地区を検

討に含まれているのか説明願います。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本町通の拡幅の申請については、３７号線の交点から駅前までという形の中

で、道のほうと話をしております。道の見解としては、駅前から大町通については拡幅が十分な、

副道もあるし拡幅の必要性はないだろうということで、そういった形の中で、駅前整備に合わせて

３７号線の交点からの拡幅事業ということになっております。

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） 今の質問は、土地区画整理事業の部分で、道路の拡幅の部分のない、

要は大町地区は駅周辺には入らないのかという質問だったんですが、よろしいですか。
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○議長（辻義雄） 岸上新幹線推進課長。

○新幹線推進課長（岸上尚生） 土地区画整理事業に含め、区域についてのご質問だと思われます

のでお答えいたします。土地区画整理事業につきましては、事業主体が個人の場合、また組合の場

合と、公共主体の場合の３パターンございまして。先生のご質問からすると、仮になんですが、地

元地権者や商業者などが組合を作って、区画整理事業を実施する場合には、おそらく大町地区も検

討するということは可能だとは思われます。ただ、町長おっしゃったとおり、道道の整備だけに着

眼いたしますと、街路と街並みを複合的に整備するなら駅前から５号線の交点までと。本町側の区

域ということになるかと思います。以上でございます。

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） そうですね、時期的にはいつ頃までに検討するのか説明願います。

○議長（辻義雄） 岸上新幹線推進課長。

○新幹線推進課長（岸上尚生） 時期についてのご質問でございますが、現在駅前周辺整備につい

て、本町通の拡幅を要望計画してございます。これにつきましては、現在令和４年度をめどに都市

計画変更を行って、街路事業を進めていくという計画をしておりまして、まずはその街路について

先ほど申し上げた個別整備にするのか、区画整理を含めた複合整備にするのかという判断をまずは

令和４年度までに検討しなければならないというような状況でございます。説明は以上でございま

す。

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） 今の計画、令和４年度までに予定しているということですが、形がど

ういうような形になるかわからないという部分で、事業の可否を検討するという部分ですると思う

んですが、可否となるとやるかもわからないがやらない可能性もあるという答えになってくると思

うんですよ。今現在の長万部の商店街の状況を考えますと、ぜひやらないとだめな状況というのは

町民の皆さん全員が思ってることだと思います。またこの事業の計画が遅れると、今の商店街の事

業者達も１０年先の計画を立てられる状況ではないと思います。今後新幹線駅開業に向けて、この

区画整理事業で商業エリアも検討・実現することが、町民が参加する最大のチャンスだと思います。

また、長万部まちづくりの第１歩だと思いますが、まだ検討の段階ですが、町長の思いをいただけ

ればと思います。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） まちづくりの検討協議会でも様々なご意見をいただいて、そして今後商業者

のアンケート調査も実施しながら、本町通の道道拡幅の工事に向けて進めていきたい、そう思って

ますのでよろしくお願いします。

○議長（辻義雄） 橋本議員。

○議員（６番 橋本收司） 前向きに進めていければいいと思いますが、町長この計画、ぜひやっ

てください。そう思いますのでよろしくお願いします。

○議長（辻義雄） ご希望ですか。町長答弁する？

木幡町長。

○町長（木幡正志） ご質問のとおり進めていきたいとそう思ってます。

○議長（辻義雄） 以上で橋本議員の質問を終わります。

以上をもって一般質問は通告どおり全部終了いたしました。これで一般質問を終わります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。
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◎休会の決定

○議長（辻義雄） お諮りいたします。予算審査特別委員会に付託された議案審査のため、１０日

と１１日の２日間を休会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって、１０日と１１日の２日間は休会することに決定いたしました。

なお、本会議は３月１２日午前１０時から再開いたしますのでご承知おきください。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） それでは本日はこれにて散会します。どうもご苦労様でした。

１０時５７分 散会


